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学 校 医 会 ニ ュ ー ス

　５月以後、徐々に新型コロナ感染症発症報告が減

少傾向にあり安堵しています。定期健診は順調に催

行されておられますでしょうか？　今月は新任の校

医の先生方をご紹介し、ご活躍を願っています。マ

スコミでもすでに報道されていますが、教育委員会

から「マスク着用の考え方について」保護者に配布

されましたのでご紹介します。学校医会の活動も通

常にもどすべく、７月２日（土）教育委員会と協議

会（令和２・３年中止）開催し、新型コロナ感染症

対策、コロナ禍での不登校・自殺など心の健康、運

動器検診の側弯症状況、熱中症予防対策など協議す

る予定で校医ニュースに報告します。研修会は７月

９日(土)「子どもの心の健康を学校で育て、守る：

教育と医療を統合した心の健康支援」 神尾陽子先

生、９月３日（土）「血友病の児童と学校生活につ

いて」今村俊彦先生を予定しています。今後、校園

長会や養護教育研究会とも協議会開催を検討してい

ます。残念なお知らせですが、長年医務活動に携わっ

て参りました大文字駅伝が休止されることになりま

した。出場する児童の誇らしさと緊張があいまった

表情と走り終わったあとの弾ける笑顔が忘れられま

せん。２年間中止になった余波は様々な影響をもた

らします。学校医活動は萎縮しないようがんばって

参ります。

　第73回指定都市学校保健協議会が６月５日：熊本

市で開催され、記念講演を報告します。

「新型コロナウイルスワクチン開発状況」

　ＫＭバイオロジクス株式会社社長　永里敏秋氏

　ＫＭバイオロジクスは、化学及血清療法研究所の

医薬品製造販売業、新生児マススクリーニング事業

新型コロナ感染症終息を願って学校医活動再開

会　長　　杉　本　英　造

を承継した明治ホールディングス株式会社の連結子

会社。 事業内容は、ヒト用ワクチン（インフルエ

ンザ、DPT-IPV、日本脳炎等）、抗毒素（まむしウ

マ抗毒素、はぶ抗毒素）、血漿分画製剤（ベニロン

等）の研究・開発・製造・供給、新生児マススク

リーニング。新型インフルエンザ発生に、鶏卵を用

いない細胞培養法により5700万人分のワクチン生産

体制を整備。現在コロナワクチンは、mRNAワク

チン （ファイザー・モデルナ）、ウィルスベクター

ワクチン（アストラゼネカ・エボラ出血熱）、組換

えタンパクワクチン（ノババックス・帯状疱疹、Ｂ

型肝炎）が出ているが、 ＫＭバイオロジクスは不活

化ワクチン（ＫＤ-414）を開発中です。Vero細胞

（アフリカミドリザル腎細胞由来）を用いてSARS-

COVID ２培養不活化、精製しアジュバンドを添加

した液状ワクチン。成人Ⅱ/Ⅲ相臨床試験で2000名

の18歳以上の健康成人に投与し、有効な抗体価の上

昇あり懸念される副反応は認められず、年内の承認

と供給を目指しています。新型インフルエンザに対

しては、ウイルス株が変わってもパンデミック用不

活化ワクチンの製造ができるようプロトタイプワク

チンとしての承認制度がすでに適応されているの

で、新型コロナウイルスについても同様の薬事承認

制度が適用できれば、ＫＤ-414不活化コロナワクチ

ンも変異株での生産、供給が可能になります。若

年者へのｍRNAワクチン投与の副作用が懸念され、

接種が進まないなかで、不活化ワクチンへの期待が

あり、新型コロナウイルス感染終息の一助になるこ

とを願っています。
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 新 任 校 医 挨 拶  

　　　　　　　　　　根　津　幸　彦

　　　　　　　　　　　　（柏野小学校）

　2022年度より柏野小学校の学校医を拝命致しま

した。

　私は普段は千本診療所にて内科医として外来診

療と在宅訪問診療を通して上京区北区西陣地区を

中心に地域医療に力を注いでおります。この度、

学校医を通じて生徒児童の命と健康を守る取り組

みに与することが出来、より一層地域との結びつ

きを強くすることが出来、喜びに堪えません。学

校の現場職員の皆さま、先輩諸先生方、PTAの皆

様、生徒児童の皆様をも含め、ご指導ご鞭撻のほ

どをよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　北　村　裕　展

　　　　　　　　　　　　（宕陰小・中学校）

　前任者である奥村先生から電話をいただき、京

都市立宕陰小・中学校の校医をさせていただくこ

とになりました北村です。

　この宕陰小・中学校は右京区嵯峨越畑にあり、

日本を代表する里山の一つです。学校の前には棚

田が広がり、棚田100選にも選ばれています。四季

折々の豊かな自然と人々の温もりの中児童生徒一

人一人が輝く学校の役に立つよう頑張ります。

　　　　　　　　　　清　水　導　臣

　　　　　　　　　　　　（山ノ内小学校）

　2022年度より山ノ内小学校の校医を拝命いたし

ました。

　私は右京区の山ノ内地区で2021年より診療所に

専従させていただくこととなり、現在は父親と２

診体制で地域医療に携わらせていただいておりま

す。地域医療の充実させるために子供達が安心し

て学校生活を送れる環境も必要なことであると考

えております。そのために何が必要であるのかを

学校関係者と協力しながら築き上げていきたいと

考えております。まだまだ、未熟な身であるため、

ご先輩方にはご迷惑をかけるかもしれませんがご

指導・ご鞭撻を承りますよう宜しくお願い申し上

げます。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　原　島　知　恵

　　　　　　　　　　　　　（御所南小学校）

　令和４年４月より、御所南小学校の校医を拝命い

たしました。

　同校近隣に開業し、小児科医として勤務開始後１

年ほどでコロナ禍がはじまりました。社会の不安を

敏感に感じ取り、または生活様式の変化に適応しよ

うとするためか、心身の不調を訴えるお子さん方が

増えています。このような中で、学校医として児童

の健康管理に係わることができることを大変うれし

く思います。学校の先生方や他の学校医の先生方と

協力して課題に取り組む所存です。先生方のご指導

を賜りますよう宜しく御願い申し上げます。

　　　　　　　　　　武　田　敏　宏
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（塔南高等学校）

　令和４年４月より京都市立塔南高等学校の校医

を拝命いたしました。

　私は、16年前より西大路七条にある七条武田ク

リニックの院長として診療しております。

　かねてより、地域のかかりつけ医として、地域

に貢献するという意味で学校医の果たす役割は大

きいと思っておりました。この度、医師会からの

ご推薦をいただき校医をさせていただくこととな

りました。専門は、循環器専門医、総合内科専門

医ですが、スポーツドクターの資格も有しており、

部活動の盛んな担当校に役立てればと思っており

ます。

　学校という教育現場で校医としてお役に立てる

ことは、この上ない幸甚です。

　今後とも皆様のご指導ご鞭撻の程、何卒よろし

くお願い申し上げます。
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　　　　　　　　　　真　鍋　浩　樹

　　　　　　　　　　　　　（百々小学校）

 　令和４年度より山科区百々小学校の校医を務め

させていただくことになりました。

　平成４年に京都府北部へ赴任時、幼稚園、小学

校の校医を担当させていただいたことがあります

が、本当に久しぶりの校医復帰となります。初任

と同様ですが、ご迷惑をかけないよう、微力なが

ら尽力させていただきたいと思っております。ご

指導何卒よろしくお願い申し上げます。　　　　

　例年指定都市学校保健協議会の前日に学校医のみ

の研修会が開催されます。第１回は、73年前に京都

市が担当した様です。

　本年は熊本市が当番でした。コロナ感染少しは下

火になって来たとは言え、日本中まだ続行中です。

学校保健協議会の方は完全WEB方式にて開催。こ

の学校医研修会はハイブリッド方式で行われまし

た。私と耳鼻科の顧問鈴木先生とは現地参加となり

ました。京都だけが現地か？と思っていましたが、

横浜市医師会の方々も現地におられ、人数は少な

かったですが、インターネットでの音割れ等もなく、

やっぱり現地参加が良いね～。と言う気がしました。

　ホテルが会場です。と言うのが例年のパターンで

すが、現地参加者が少ないだろうと予想され、熊本

市医師会館で開催されました。立派な建物にまず

びっくり、眼科、耳鼻咽喉科、内科の順での研修会。

不十分ですが専門外の眼科の部のお話も御報告させ

ていただきます。ピントはずれの御報告を御許し下

さい。

　「学童期におけるデジタル機器による視機能の弊

害」と題し、宮崎眼科医院の宮崎隆一先生がお話を

されました。文科省の調査では、裸眼視力1.0未満

の者の割合は、年々増加しており、その中で近視児

童は、1.0未満の総数の８割と推定されており、世

界的にも増加して、まさに「超近視時代」の到来と

言われている。近視の発生は、遺伝的な要因より環

境的な要因が強く、その原因の一つに「目とモノの

距離」が重要視されている。

　近見視を主とするスマートフォンやタブレットな

どのデジタルデバイスの普及に影響があると言われ

　第 73 回指定都市学校医研修会に参加（2022.6.4）

ている。又、近視児童の８割は軸性近視と言われ、

眼球の長さ（奥行）が伸びていることが明らかになっ

て来た。そしてこの伸びは元に戻ることはない。又、

この伸びは、緑内障や、眼底の病気を合併する「病

的近視」を発症することにもなる。

　小学校にもタブレット授業が始まっており、養護

教諭はもちろんの事であるが、担任に至るまで、こ

の近視児童の増加が問題である事を認識し、「目と

モノの距離」に注意し、デジタルデバイスの使用時、

出来るだけ30㎝以上離しての使用、野外のものを見

る遊びを一日に２時間ぐらい必要と強調された。

　近視進行抑制の治療法等も話されたが、ここでは

割愛します。

　次は内科部門です。「成長曲線を用いた学校検診

システム運用の実際、～判定基準とのその後の対応」

と題して、熊本大学大学院生命科学研究部、小児科

学講座、准教授松本志郎先生のお話しでした。

　成長曲線の運用方法は、今までの多くの先生方の

お話し等々にひとしく、いくつかの症例を示され、

話しがありましたが、ここでは省略させていただき

ます。九州地域は、文科省が提唱しているソフトに

より運用されているが、事後措置に関する統一され

た基準がない為、地域や学校に活用が委ねられてい

るという問題点が明らかになって来ている。九州学

校保健協議会成長発育・小児生活習慣病等部門で、

実態調査がなされ、成長曲線を活用する必要性を理

解されていない学校も一定数存在し、養護教諭・学

校医へのサポートなどが、重要であることが判明し、

成長曲線の対応について、学校医向けに資料（案）

が紹介された。

顧　問　　奥　村　正　治
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出席者　        杉本会長、井本副会長、安野専務理事、大

久保・川勝・西村・守上各常任理事、嶋元

眼科学校医会理事、平杉耳鼻咽喉科専門医

会理事、林議長、長村・東道監事

会長挨拶

＜報告事項＞

１．色覚相談事業　５／ 10、５／ 17　各１名、

　　　　　　　　　５／ 31　２名　

２．精神衛生研究会　　５／ 12　

３．京都市学校保健会　第１回常務委員会

　　５／ 17　杉本

４．心臓相談：府医との協議について　５／ 23

　　杉本・林・清澤顧問・早野先生

５． 学校医が事情により定期健診出務できない時の

対応について

６． 京都市学校医会研修会（７／９、９／３）の耳

鼻科校医への周知方法について　

　　 （平杉先生よりメーリングリスト周知）

７．近畿学校保健連絡協議会　７／ 28（木）

　　13：00 ～　栗東芸術文化会館さきら　

８．京都市学校医会研修会開催について

　　９／３　16 ～ 17時　（中外製薬共催）

９．令和４年度文部科学大臣表彰について

　　杉本推薦（参考：H26長村・H28奥村顧問・

　　H30林・R2鈴木顧問受賞）

10．大文字駅伝休止について

11．第一回　京都学校保健会　理事会・評議委員会

　　７／ 12　京都市総合教育センター

12． その他（今年度の勇退者について市教委と確認

　　・共有）

＜協議事項＞

１． ジフテリア・ 破傷風（ＤＴ）第２期予防接種の

予診票等について

２． 京都市教育委員会との懇談会開催：協議題につ

いて　　

３．全理事会開催について　８／６

４．その他　

 ＜関連学会・各種協議＞

１．色覚相談　６／７、６／ 14、６／ 28（待機者５名）

２．精神衛生研究会　６／９　14：00 ～

３．ツベルクリン反応検査（全日14時～）

　　接種６／ 13、判定６／ 15　

　　　於：京都市総合教育センター　西村、守上

　　接種６／ 14、判定６／ 16

　　　於：元有済小学校　大久保

　　接種６／ 20、判定６／ 22

　　　於：京都市総合教育センター　

　　　安野、奥村顧問

　　接種６／ 21、判定６／ 23　

　　　於：元有済小学校　長村、山内

４．第３回常任理事会　７／２　14：00 ～

５．京都市教育委員会との懇談会

　　７／２　15：00 ～ こどもみらい館４階

６．令和４年度　京都市学校医会研修会（WEB）　

　　７／９　15：30 ～ 17：00

　　神尾陽子記念会　発達障害クリニック

　　　院長　神尾　陽子先生　

　　「子どもの心の健康を学校で育て、守る：教育

　　と医療を統合した心の健康支援」

７．その他

第 2 回　 常任理事会

令和４年６月４日　於　事務局

　その中で、曲線の異常の判定を番号化し、判定番

号を１－9に区別し、学校医が児童・生徒に指導す

る方向性を示された。又、文科省ソフトでは曲線作

成中に、異常が発見されるとアラームが鳴り、注意

喚起にもなっている。

　京都市の小中学校の成長曲線は、京都市教育委員

会開発？のソフトで行なっている学校が大半でなか

ろうか？文科省開発のソフトは入力方法など、やや

こしい事があると聞いているが、文科省ソフトもい

じくってみる必要があるのでは？と感じました。




